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 法政大学イノベーション・マネジメント研究センターでは、学術雑誌『イノベーション・マネジメント』の

論文・研究ノートを広く学内外から募集しております。2016 年度の募集要項・投稿要領は以下の通りです。 

 

募集要項 

１ 掲載誌 

●学術雑誌『イノベーション･マネジメント』No.14（2017年 3月末発行予定）定価 2,500円 
 

２ テーマ 

●経営行動のイノベーションに関する理論、歴史、政策の分析。 

●地域、産業、企業、組織に関する理論と実証分析。 

●企業家、ベンチャー・ファイナンス、インキュベーションに関する研究。 

●その他、イノベーションに関する経営学的研究。 
 

３ 原稿分量 

●提出原稿は日本語あるいは英語とし、A4 判ワード 40字×40行 15枚（日本語 24,000字、英語 8,000ワ
ード相当）を上限とします（要約とキーワードは除く）。詳しくは、投稿要領（次頁）をご参照くださ

い。 
 

４ 提出期限 

●2016年 5月 9日（月）当日消印有効。 
 

５ その他 

●原則として、提出原稿は全て 2名以上のレフェリーによる査読を経ます。 

●審査のため、提出原稿１本につき投稿料 5,000円をお振込みください。なお、審査の結果、掲載見送

りとなった場合でも投稿料は返還いたしません（振込先等の詳細は投稿受理後に連絡します）。 
●原稿料はありません。 

●掲載された方には、本誌 10部および抜き刷り 50部を差し上げます。 

●投稿予定の方は、2016年 4月 15日（金）までに、当研究センターまで E-mailにてご連絡ください。 
 

【出 版 者】  法政大学イノベーション・マネジメント研究センター 

【編集委員】  田路則子 李 瑞雪 福田淳児 金 容度 佐野嘉秀 小川憲彦 

安藤直紀 西川英彦 宇田川勝 矢作敏行 マイケル・クスマノ 

 

＜問合せ及び原稿送付先＞ 〒102-8160 東京都千代田区富士見 2-17-1 
             法政大学イノベーション・マネジメント研究センター 
             『イノベーション・マネジメント』編集委員会 

TEL: 03(3264)9421 FAX: 03(3264)4690 E-mail: cbir@adm.hosei.ac.jp 

  〒102-8160 東京都千代田区富士見 2-17-1 
  TEL: 03(3264)9421  FAX: 03(3264)4690 
  URL: http://riim.ws.hosei.ac.jp 
  E-mail: cbir@adm.hosei.ac.jp 

※募集要項・投稿要領は、当研究センターのホームページからもダウンロードすることができます。 
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投稿要領 

 

【投稿規定】 

１ 原稿はワードによる電子媒体（CD-R、ないしは USBメモリ）1 部と紙媒体 1 部を提出していただきます。所定

の「投稿申込書」を添付してください。なお、提出された原稿等は返却いたしません。 

２ 原稿は未発表のものに限ります。また、他誌へ投稿中あるいは投稿する予定のある論文等については、本誌への多重投稿を

認めておりません。ただし、ワーキングペーパーは除きます。 

３ 原稿は文法的に正しい日本語あるいは英語で書かれているものとします。この条件を満たさない場合は審査の対象外とします。 

４ 原稿は、A4 判ワード 40字×40行 15枚（日本語 24,000字、英語 8,000ワード相当）を上限とします（要約とキー

ワードは除く）。 

５ 研究歴など簡単な履歴を添付してください｡共著の場合は執筆者全員分を添付してください。 

６ 日本語の原稿にも英文タイトルをつけてください｡ 

７ 原稿の採否は、本誌編集委員会が指定する審査員の査読を経て、本誌編集委員会が決定します｡ 

８ 掲載された論文・研究ノートの著作権は著者に帰属します。ただし、出版者からの掲載前指定期日までに、別途

定める「著作物利用許諾契約書」の締結が必要です。同契約により、発行後、出版者が全文を電子化しインター

ネットで公開します。前述の期日までに同契約を締結しない場合、掲載取り下げとみなします。                         

 

【執筆要領】 

論文・研究ノートを執筆される場合には、以下の点に留意してください｡なお、原則として原稿を返却しませんの

で、原稿のコピーを保存しておいてください｡ 

１ 一般的な原則 

（１）横書きとする。原稿は 40字×40行のレイアウトとする。本文には日本語は 10.5ポイント、英語は 11ポイント、

脚注はページ内下段の注として 9ポイントを用いる（文末に注をおかない）。フォントは、日本語は MS 明朝、

英数字は Times New Romanを用いる。 

（２）タイトル、氏名の次に、要約（日本語 600字以内、英語 200ワード）と 5 つのキーワード（日本語と英語）を

つける。英語での投稿の場合も日本語の要約とキーワードが必要。 

（３）原稿の最後に、文字数あるいはワード数、執筆者名（日本語の場合はふりがなも必要）、肩書き（所属、職名）を記

入する。肩書きは大学の場合には、学部、研究所等の名称まで表記する。共著の場合、著者名の表記順を明示する。 

（４）図表などは出所を明記し、ワード・ファイルにレイアウトして本文中に挿入する。 

（５）図表は、図と表を分けて表記し、それぞれ通し番号を付ける（表 1、表 2･･･、図 1、図 2･･･）。 
 
２ 参考文献の方式 

《日本語の図書・論文の場合》 

 A 日本語で書かれた図書については、①著者名、②発行年（西暦を( )で囲む。同一年の場合には、1999a，1999b

等とする）、③書名（書名は『 』で囲む）、④出版者名の順に書く。 

 B 著者が 2 人以上の場合にも、全員の姓名を書く。複数の著者名を表記する場合には、著者名と著者名の間に「・」

をつける。 

 C 論文については、①執筆者名、②発行年（西暦を( )で囲む。同一年の場合には、1999a，1999b等とする）、③

論文名（「 」で囲む）、④掲載雑誌名（『 』で囲む）、⑤巻号、⑥ページ（pp.15-36等と記す）の順に書く。

同一著者による論文が雑誌の複数号に連載されている場合であっても、掲載論文ごとに別々に表記する。 

 D 参考文献の最後は、かならず「。」で止める。 
 

《欧文の図書・論文の場合》 

A 書式は、Academy of Management Journal の2006年発行のものに準拠する。また、（注）のファーストネームとミドルネ

ームはイニシャルのみとする。 

〈図書の場合〉 

   ①著者名（Family name, （注）First name. （注）Middle name., & Family name, （注）First name. （注）Middle name.）②

発行年. ③図書タイトル: サブタイトル（タイトルおよびサブタイトルの最初のみ大文字、イタリック、太字）. ④出版

地: ⑤出版者. 

〈論文の場合〉 

   ①著者名（Family name, （注）First name. （注）Middle name., & Family name, （注）First name. （注）Middle name.）②

発行年. ③論文タイトル: サブタイトル（タイトルおよびサブタイトルの最初のみ大文字）. ④雑誌名（イタリック、

太字）, ⑤巻（号）: ⑥ページ（例1-9）. 

B 翻訳書については、該当する原文の図書・論文表記の末尾に（ ）で囲み表記する。 
C 参考文献の最後は、かならず「 .」で止める。 

以上 


